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研究の国際化は，鳥取大学の教育研究目標にも合致し（田川・永松 2010），鳥取大学が 2012 年度に
文部科学省「グローバル人材育成推進事業」に採択されたことで一層の推進が図られている。この
流れの中で，「海外フィールド演習」は，地域学部学生向け海外短期派遣プログラムの中心に位置づ





て実施された。江原プログラムは，江原大学校経営大学（学部）の李悠 Yi, Yu 教授による受け入れ
で行われ，その発端と実施の経緯は田川・永松（2010）に記した。その後も続けて 2012 年夏，2014
年春（2013 年度）に実施された。本稿では，2010 年度に実施した初回プログラム（田川・永松 2010）
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II. 江原道の概要と江原大学校とのこれまでの交流 
大韓民国江原道（Gangwon-do）は朝鮮半島の中央東側に位置し，面積の大部分を山地が占める。




地が少ないため，総人口は約 155 万人にとどまる（Gangwon Province 2014）。江原道は，道庁のある
春川市（Chuncheon-si，約 27 万人）の他に南西部の原州市（Wonju-si，約 33 万人），日本海側の江
陵市（Gangneung-si，約 22 万人）など 7 市と 11 の郡からなる。自然環境を生かしてスキーリゾー










年には準高速鉄道 ITX-青春が開通してソウルと 70 分ほどで結ばれるようになり，春川への交通ア
クセスは飛躍的に改善された。韓流ブームの先駆け「冬のソナタ」のロケ地としても有名である。 
江原大学校（Kangwon National University）は，1947 年に春川市立農業大学として創立，1970 年
に江原大学校となった。現在は，人文社会科学，自然科学，工学，芸術スポーツ，医学，および異












表 1 に 2012 年度と 2013 年度の「海外フィールド演習」の進行スケジュールを示した。韓国・江
原プログラムは，現在のところ個人間のやりとりによって組み立てられているため，開催の事前準
備は，受け入れ側とのやりとりを通じた訪問日程の打ち合わせから始まる。韓国・江原プログラム
は 2010 年度は 8/22 出発，2012 年度は 9/2 出発，2013 年度は 3/2 出発と日程が固定できておらず，
毎回，まず日程を決めてから内容を確定する段取りとなっている。日程の固定は，課題である。 
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4月 教務部会にて単位認定  
 
引率者の決定と大まかな実習内容の打ち合わせは，日程調整と同時並行，あるいは短い時間差で行
った。2012 年度は 7 月に入ってようやく日程と引率者を確定し，学生参加者の募集となった。これ
はプログラムの開催が急遽決まった2010年度と同様に募集から出発まで2ヶ月弱という慌ただしさ




初回 2010 年度と 2012 年度のパイロットプログラムは 8 日間の日程であったが，2013 年度は中身









学科から 4 名，地域環境学科から 2 名の応募があり，参加者は順調に決定した。しかし 2013 年度プ
ログラムの募集では，問い合わせすらほとんどなく，なかなか参加者が集まらなかった。これには，






ログラムを引率されたこともあり，2012 年度の江原プログラムに 4 名参加した地域文化学科の学生
は今回，江原プログラムには参加しなかった。2013 年度の江原プログラムには結局，地域環境学科







表 2 2012 年度，2013 年度の韓国・江原プログラム概要 
2012年度プログラム 2013年度プログラム























































































2012年度プログラム　引率：永松 大・馬場 芳 2013年度プログラム　引率：永松 大・馬場 芳
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IV. プログラムの構成 
表 2 に 2012 年度と 2013 年度プログラムの日程表を示した。2012 年度プログラムでは，参加者全
員が合宿形式で宿泊し，そこに生活面全般のサポート役として江原大学の学生に加わってもらった。
1 日目の高速バス下車（加平）から 7 日目朝に春川を離れるまで，江原大学の同一の男子学生 2 名
にずっとお世話になった。2 人は鳥取大学に短期留学した経験のある学生で，日本語と日本の学生
に慣れており，生活面から交流面まで非常に頼もしいご協力をいただいた。 












以下，プログラムを構成する主要な項目について紹介する。2012 年度あるいは 2013 年度のみ実
施した項目には，実施年を追記した。 
 










   
 図 1 南怡村でのバーベキュー 図 2 南怡村の見学 








2. 国立樹木園（2012 年） 
2012 年のプログラムでは，森林に関するフィールド演習として韓国国立樹木園を訪れた。国立樹
木園は江原道にほど近い京畿道南楊州市に位置し，1,157ha の規模がある。光陵（Gwangneung）樹
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きには「地雷注意」の有刺鉄線が延々と続いていて（図 4），小道を一列に進むのみであった。2013






もともと 2km あったはずの DMZ の幅が狭くなっており，MDL（Military Demarcation Line，軍事分
界線）までの距離が 500m 未満しかない。展望台からは北朝鮮領内がよく見え， 500 ウォンの双眼
鏡で北朝鮮側の歩哨所などを観察できた。その後，近くの第四地下トンネルを見学した。第四トン






プログラムの受け入れをお願いしている江原大学校経営大学（学部）の Yi, Yu 先生のご紹介で，













   
 図 5  Rinno Aluminium Co.見学 図 6 江原大演習林トレッキング 
 










2013 年度プログラムで再訪した際には，演習林施設に自炊で 1 泊した（2010 年度プログラムで宿
泊したのとは別の施設）。次の日の午前，江原大学校山林科学大学のポスドクと院生のガイド，その
他韓国人学生と一緒に園内の半日トレッキングをおこなった。演習林を使って研究を行っている院


















   
 図 7 江原道庁訪問 図 8 プレゼンテーションのようす 
 
85永松　大・馬場　芳：「海外フィールド演習」による海外経験と国際理解永松  理解 
7. プレゼンテーション 









けた（図 8）。両年の発表タイトルについて表 3 に示した。発表内容は，全体にはプログラム内容の
影響を受けており，2012 年度には森林や観光に関するもの，2013 年度には歴史民俗や交流に関する
発表が多くなった。参加学生のプレゼンテーションからは，地域調査実習の発表会を経験している








表 3 2012，2013 年度の現地発表会プレゼンテーションの概要 
プレゼンタイトル 内容
2012年 Impressions about common
     plants in South Korea
日本と韓国の樹木比較
 （類似性を指摘）
Forest management in Japan
     and Korea
日本と韓国の森林管理について
類似点と相違点を考察
The comparison between Korea
     and Japan
食品容器，日常道具の相違点
から日韓の違いを考察
My first  Korean visit 看板やパッケージなど「赤」を多用
する韓国の文化を考察
I met Samul nori
   -the Korean lofklore culture-
鳥取の伝統芸能や祭りを紹介し
つつ，サムルノリの良さを考察
About tourism between Tottori
     and Kangwon
江原道庁取材などをもとに，日本
からの観光客誘致を議論




What's the difference 上下関係に厳しく，はっきりものを
言う韓国文化を考察
The difference in architecture
     between Korea and Japan
韓国に石像が多く木像が少ない
ことの紹介とその背景考察
The difference of tree vegetation
     between Korea and Japan
気候の違いなどをもとに日本と韓
国の人工林の違いを考察  
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